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(54)【発明の名称】 有機ＥＬディスプレイの輝度制御方法及び有機ＥＬディスプレイ

(57)【要約】
【課題】画素の輝度を発光色を変えることなく制御する
ことのできる有機ＥＬディスプレイ及び有機ＥＬディス
プレイの輝度制御方法を提供する。
【解決手段】画素１５は、４個の第１～第４有機ＥＬ素
子１５ａ～１５ｄが形成されている。４個の第１～第４
有機ＥＬ素子１５ａ、１５ｂ，１５ｃ，１５ｄは、１つ
の陽極１３に対して、陰極を第１～第４陰極１４ａ～１
４ｄに分割することによって設けられている。そして、
第１～第４陰極１４ａ～１４ｄを選択することによっ
て、４個の第１～第４有機ＥＬ素子１５ａ～１５ｄの中
から駆動させる有機ＥＬ素子の数を選択する。駆動する
有機ＥＬ素子の数によって画素１５から放射される光の
輝度は調整される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  有機ＥＬ膜よりなる表示エリアに形成さ
れた画素に直流電圧を印加させてその画素を発光させる
ようにした有機ＥＬディスプレイの輝度制御方法におい
て、
前記画素を、同一色を発光する複数個の有機ＥＬ素子で
構成し、その画素を構成する複数個の有機ＥＬ素子につ
いて駆動する有機ＥＬ素子の数を制御することによって
画素の輝度を制御するようにしたことを特徴とする有機
ＥＬディスプレイの輝度制御方法。
【請求項２】  有機ＥＬ膜よりなる表示エリアに形成さ
れた画素が、直流電圧を印加させてその画素を発光させ
るようにした有機ＥＬディスプレイにおいて、
前記画素を、同一色を発光する複数個の有機ＥＬ素子で
構成したことを特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【請求項３】  請求項２に記載の有機ＥＬディスプレイ
において、
有機ＥＬディスプレイはパッシブタイプであって、前記
画素を形成する複数個の有機ＥＬ素子は、前記有機ＥＬ
膜を挟んで形成されその交差部分が画素を形成する陰極
と陽極の少なくともいずれか一方を複数個で形成して構
成したことを特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【請求項４】  請求項３に記載の有機ＥＬディスプレイ
において、
前記画素を形成する有機ＥＬ素子は４個であって、前記
画素を形成する陰極と陽極のうちいずれか一方をそれぞ
れ４個で形成して構成したことを特徴とする有機ＥＬデ
ィスプレイ。
【請求項５】  請求項３に記載の有機ＥＬディスプレイ
において、
前記画素を形成する有機ＥＬ素子は４個であって、前記
画素を形成する陰極と陽極をそれぞれ２個ずつ形成した
構成したことを特徴とする有機ＥＬディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は有機ＥＬディスプレ
イの輝度制御方法及び有機ＥＬディスプレイに関するも
のである。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬディスプレイは、液晶ディスプ
レイの次にくるディスプレイとして注目されている。有
機ＥＬディスプレイは、駆動方法によってパッシブタイ
プとアクティブタイプとがある。
【０００３】パッシブタイプは、ホール輸送層、発光
層、電子輸送層が積層されてなる有機ＥＬ膜よりなる表
示エリアを形成する有機ＥＬ膜を挟んで陽極と陰極とが
互いに直交するように配設し、その陽極と陰極とが交差
した部分が発光可能な１画素を構成する有機ＥＬ素子を
構成する。従って、有機ＥＬ膜よりなる表示エリアに
は、多数の陽極と陰極とで多数の１画素を構成する有機
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ＥＬ素子がマトリックス状に形成される。そして、選択
された陽極と陰極で特定された有機ＥＬ素子（１画素）
が発光するように構成されている。
【０００４】一方、アクティブタイプは、有機ＥＬ膜よ
りなる表示エリアの各画素（有機ＥＫ素子）に対してス
イッチング用ＴＦＴが配置されている。そして、各画素
に配置したスイッチング用ＴＦＴを選択して駆動させる
ことによって、そのＴＦＴが駆動された画素が発光する
ように構成されている。
【０００５】ところで、例えば、パッシブタイプの有機
ＥＬディスプレイにおいては、各画素を予め定めた順番
で選択させて画像データに基づく画像を形成させるよう
になっている。そして、各画素（有機ＥＬ素子）におけ
る輝度は、印加電圧値または電圧の印加時間で制御して
いる。
【０００６】又、各画素（有機ＥＬ素子）における発光
色（色度）は、印加する電圧値で制御することによって
調整できる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、発光色
（色度）を調整するために、印加するパルス波の振幅
（印加する直流電流値）を変化させると、その画素から
発光する光の色度も変化する。そこで、輝度を調整する
場合、パルス波の印加時間も合わせて制御することが考
えられるが、制御が非常に複雑になって回路規模が大き
く装置全体が大型化するとともにコスト高となる問題が
生ずる。
【０００８】このことは、アクティブタイプの有機ＥＬ
ディスプレイにおいても同様な問題を有していた。本発
明は、上記問題点を解消するためになされたものであっ
て、その目的は画素の輝度を、発光色を変えることなく
制御することのできる有機ＥＬディスプレイの輝度制御
方法及び有機ＥＬディスプレイを提供するにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】請求項１に記載の発明
は、有機ＥＬ膜よりなる表示エリアに形成された画素に
直流電圧を印加させてその画素を発光させるようにした
有機ＥＬディスプレイの輝度制御方法において、前記画
素を、同一色を発光する複数個の有機ＥＬ素子で構成
し、その画素を構成する複数個の有機ＥＬ素子について
駆動する有機ＥＬ素子の数を制御することによって画素
の輝度を制御するようにしたことをその要旨とする。
【００１０】請求項２に記載の発明は、有機ＥＬ膜より
なる表示エリアに形成された画素が、直流電圧を印加さ
せてその画素を発光させるようにした有機ＥＬディスプ
レイにおいて、前記画素を、同一色を発光する複数個の
有機ＥＬ素子で構成したことをその要旨とする。
【００１１】請求項３に記載の発明は、請求項２に記載
の有機ＥＬディスプレイにおいて、有機ＥＬディスプレ
イはパッシブタイプであって、前記画素を形成する複数
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個の有機ＥＬ素子は、前記有機ＥＬ膜を挟んで形成され
その交差部分が画素を形成する陰極と陽極の少なくとも
いずれか一方を複数個で形成して構成したことをその要
旨とする。
【００１２】請求項４に記載の発明は、請求項３に記載
の有機ＥＬディスプレイにおいて、前記画素を形成する
有機ＥＬ素子は４個であって、前記画素を形成する陰極
と陽極のうちいずれか一方をそれぞれ４個で形成して構
成したことをその要旨とする。
【００１３】請求項５に記載の発明は、請求項３に記載
の有機ＥＬディスプレイにおいて、前記画素を形成する
有機ＥＬ素子は４個であって、前記画素を形成する陰極
と陽極をそれぞれ２個ずつ形成して構成したことをその
要旨とする。
【００１４】（作用）請求項１～５に記載の発明によれ
ば、画素を同一色を発光する複数個の有機ＥＬ素子で構
成した。そして、それら有機ＥＬ素子に直流電圧を印加
する素子の数を選択する。選択された数の有機ＥＬ素子
は同じ条件で発光される。従って、１つの画素の輝度は
発光した有機ＥＬ素子の数に応じた輝度となる。その結
果、各画素の輝度は、発光色を変えることなく制御させ
ることができる。
【００１５】加えて、請求項３に記載の発明によれば、
前記画素を形成する同一色を発光する複数個の有機ＥＬ
素子は、陰極と陽極の少なくともいずれか一方を複数個
で形成することによって形成される。
【００１６】加えて、請求項４に記載の発明によれば、
各画素の輝度を４段階に調整することができる。
【００１７】
【発明の実施の形態】以下、本発明を具体化した一実施
形態を図１及び図２に従って説明する。図１は、パッシ
ブタイプの有機ＥＬディスプレイ１０を示し、ガラス基
板１１上に、表示エリアを形成するホール輸送層、発光
層、電子輸送層等が積層されてなる有機ＥＬ膜１２が形
成されている。有機ＥＬ膜１２は、図２に示すように、
同有機ＥＬ膜１２を挟んで陽極１３と陰極１４とが互い
に直交するように形成され、その陽極１３と陰極１４と
が交差した部分が１つの画素１５を構成する。従って、
有機ＥＬ膜１２よりなる表示エリアには、多数の陽極１
３と陰極１４とで多数の画素１５がマトリックス状に形
成される。
【００１８】図３は、１つの画素１５の構造を説明する
ための断面図である。透明ガラス基板１１の上には、Ｉ
ＴＯ等透明導電材料よりなる陽極１３がスパッタにて形
成されている。陽極１３の上面には、ホール輸送層２１
が形成されている。ホール輸送層２１は、本実施形態で
はホール輸送層材料としてＴＰＴＥ（トリフェニルアミ
ンの４量体）を用い、真空蒸着法にて形成されている。
【００１９】ホール輸送層２１の上には、発光層２２が
形成されている。発光層２２は、第１発光層２２ａ、第
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２発光層２２ｂとからなり、下から第１発光層２２ａ、
第２発光層２２ｂの順で形成されている。
【００２０】第１発光層２２ａは、本実施形態ではホス
ト材料をＴＰＴＥ（トリフェニルアミンの４量体）、ド
ーパント材（発光色素）をＲｂ（5,6,11,12-テトラフェ
ニルナフタセン）とから形成され、真空蒸着法（共蒸
着）にて形成されている。第２発光層２２ｂは、本実施
形態ではホスト材料をＤＰＶＢｉ（4,4-Bis(2,2-diphen
yl-ethen-1-yl)-biphenyl）、ドーパント材（発光色
素）をＢＣｚＶＢｉ（4,4-(Bis(9-ethyl-3-carbazoviny
lene)-1,1-biphenyl)とから形成され、真空蒸着法（共
蒸着）にて形成されている。
【００２１】発光層２２の上面には、電子輸送層２３が
形成されている。電子輸送層２３は、本実施形態では電
子輸送層材料として本実施形態ではＡｌｑ（8-hydroxy 
quinoline aluminum）を用い、真空蒸着法にて形成され
ている。電子輸送層２３の上面には、電子注入層２４が
形成されている。電子注入層２４は、電子注入層材料と
して本実施形態ではフッ素リチウム（ＬｉＦ）を用い、
真空蒸着にて形成されている。電子注入層２４の上面に
は、導電材料よりなる前記陰極１４が形成されている。
陰極１４は、本実施形態ではアルミニウム（Ａｌ）を用
い、真空蒸着法にて形成されている。
【００２２】陰極１４は、第１陰極１４ａ、第２陰極１
４ｂ、第３陰極１４ｃ、第４陰極１４ｄの４つ分割形成
されている。各陰極１４ａ～１４ｄはそれぞれ互いに電
気的に絶縁されている。従って、各画素１５には、１つ
の陽極１３に対して、第１～第４陰極１４ａ～１４ｄが
設けられることから、４個の第１～第４有機ＥＬ素子１
５ａ、１５ｂ，１５ｃ，１５ｄが形成されている。そし
て、第１～第４陰極１４ａ～１４ｄを選択することによ
って、４個の第１～第４有機ＥＬ素子１５ａ～１５ｄの
中から駆動させる有機ＥＬ素子の数を選択することがで
きる。つまり、１画素１５において発光させる有機ＥＬ
素子の数を適宜選択することができる。
【００２３】次に、上記のように構成した有機ＥＬディ
スプレイ１０の作用を説明する。今、有機ＥＬディスプ
レイ１０は、各画素１５を予め定めた順番にそれぞれ該
画素の陽極１３と陰極１４に直流駆動電圧を予め定めた
一定時間印加させていくことによって、各画素１５はそ
の順番に従って発光し画像が表示される。
【００２４】このとき、各画素１５が発光する際、陰極
１４のうち第１陰極１４ａのみが選択されてその第１陰
極１４ａと陽極１３との間で直流駆動電圧が印加させる
と、第１有機ＥＬ素子１５ａのみが発光する。又、陰極
１４のうち第１及び第２陰極１４ａ，１４ｂが選択され
てその両陰極１４ａ，１４ｂと陽極１３との間で直流駆
動電圧が印加させると、２個の第１及び第２有機ＥＬ素
子１５ａ，１５ｂが発光する。
【００２５】さらに、陰極１４のうち第１～第３陰極１
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４ａ～１４ｃが選択されてその各陰極１４ａ～１４ｃと
陽極１３との間で直流駆動電圧が印加させると、３個の
第１～第３有機ＥＬ素子１５ａ～１５ｃが発光する。さ
らに又、陰極１４の４個全ての第１～第４陰極１４ａ～
１４ｄが選択されてその各陰極１４ａ～１４ｄと陽極１
３との間で直流駆動電圧が印加させると、４個の第１～
第４有機ＥＬ素子１５ａ～１５ｄが発光する。
【００２６】従って、各画素１５において発光させる有
機ＥＬ素子１５ａ～１５ｃの数を適宜選択することによ
って、画素１５の輝度は４段階に調整されることにな
る。つまり、各画素１５の輝度は、従来のように直流駆
動電圧の印加時間を制御することなく、発光させる有機
ＥＬ素子１５ａ～１５ｃの数、すなわち、第１～第４陰
極１４ａ～１４ｄを選択制御することによって制御され
る。
【００２７】上記したように、本実施形態によれば、以
下の効果を有する。
（１）本実施形態では、画素１５を４個の有機ＥＬ素子
１５ａ～１５ｃで構成し、駆動させる有機ＥＬ素子１５
ａ～１５ｃの数を制御することによって、画素１５の輝
度を制御するようにした。従って、従来のように直流駆
動電圧の印加時間を制御するに較べて、第１～第４陰極
１４ａ～１４ｄを選択制御するだけでなので非常に簡単
に輝度制御を行うことができる。
【００２８】（２）本実施形態では、各輝度を制御する
際に有機ＥＬ素子１５ａ～１５ｃに印加する直流駆動電
圧について、その電圧値及び印加時間は同じであるの
で、各有機ＥＬ素子１５ａ～１５ｃの発光色は変化しな
い。従って、有機ＥＬディスプレイ１０は安定した画像
を出力することができる。
【００２９】（３）本実施形態では、陰極１４を陰極１
４ａ～１４ｄに分割するだけで、１つの画素１５に４個
の同一色（発光色が同じ）の有機ＥＬ素子１５ａ～１５
ｃを簡単に形成することができる。
【００３０】尚、本発明の実施形態は、以下のように変
更してもよい。
○上記実施形態では、陰極１４を第１～第４陰極１４ａ
～１４ｄの４つ分割して１画素１５に４個の有機ＥＬ素
子１５ａ～１５ｃを形成した。これを、陽極１３を４つ
に分割して１画素１５に４個の有機ＥＬ素子１５ａ～１*
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*５ｃを形成してもよい。又、陽極１３を２つに分割する
とともに陰極１４も２つに分割して１画素１５に４個の
有機ＥＬ素子１５ａ～１５ｃを形成してもよい。
【００３１】○上記実施形態では、１画素１５を４個の
有機ＥＬ素子１５ａ～１５ｃで構成したが、２個、３
個、又は５個以上の有機ＥＬ素子で構成してもよい。例
えば、陽極１３を３つに分割するとともに陰極１４も３
つに分割すれば、１画素１５に９個の有機ＥＬ素子で構
成される画素を形成することができる。この場合９段階
に輝度を調整することができる。
【００３２】○上記実施形態では、パッシブタイプのカ
ラー有機ＥＬディスプレイ１０に具体化したが、アクテ
ィブタイプのカラー有機ＥＬディスプレイに応用しても
よい。
【００３３】○上記実施形態では、有機ＥＬ膜１２の発
光層２２を第１発光層２２ａと第２発光層２２ｂとから
構成した。これに限定するものではなく、その他の構成
の発光層を構成した有機ＥＬ膜に応用してもよい。
【００３４】○上記実施形態では、基板１２をガラス基
板で実施したが、透明樹脂フィルムで実施してもよい。
【００３５】
【発明の効果】請求項１～５に記載の発明によれば、画
素の輝度を、発光色を変えることなく制御することので
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施形態の有機ＥＬディスプレイの正面図。
【図２】有機ＥＬディスプレイの画素の構造を説明する
ための説明図。
【図３】有機ＥＬディスプレイの画素の構造を説明する
ための断面図。
【符号の説明】
１０…有機ＥＬディスプレイ、１１…ガラス基板、１２
…有機ＥＬ膜、１３…陽極、１４…陰極、１４ａ…第１
陰極、１４ｂ…第２陰極、１４ｃ…第３陰極、１４ｄ…
第４陰極、１５…画素、１５ａ…第１有機ＥＬ素子、１
５ｂ…第２有機ＥＬ素子、１５ｃ…第３有機ＥＬ素子、
１５ｄ…第４有機ＥＬ素子、２１…ホール輸送層、２２
…発光層、２２ａ…第１発光層、２２ｂ…第２発光層、
２３…電子輸送層、２４…電子注入層。
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